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研究成果の概要（和文）：大動脈弁狭窄症患者における摘出弁組織と口腔内プラークから検出されたDNAについ
て解析し、有効な周術期口腔機能管理法の確立を行うことを目的とし研究を進めた。
研究の結果から、大動脈弁狭窄症患者から採取した心臓弁組織は大きく2群（GroupA、GroupB）に分類されるこ
とが分かった。GroupBにおいては、病気分類でsevereの症例が多く含まれる傾向にあった。大動脈弁組織におけ
る2群間の口腔内状況について比較するとGroupBの患者では、舌背の細菌数が多くなっており、プロービング時
の出血の割合が多くなっていた。
適切な口腔衛生管理は大動脈弁狭窄症の予防と治療に貢献する可能性があることが示唆された。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to analyze DNA detected in extracted valve tissue and oral 
plaque from patients with aortic stenosis, and to establish an effective method for perioperative 
oral function management.
The results of the study showed that cardiac valve tissue collected from patients with aortic 
stenosis could be roughly divided into two groups (Group A and Group B). Group B tended to include 
more severe cases in terms of disease classification. Comparing the oral conditions of the two 
groups in aortic valve tissue, patients in Group B had a higher number of bacteria on the dorsum of 
the tongue and a higher rate of bleeding during probing.
The results suggest that proper oral hygiene management may contribute to the prevention and 
treatment of aortic stenosis.

研究分野： ライフサイエンス、外科系歯学

キーワード： メタゲノム解析　口腔内細菌叢　周術期口腔機能管理　次世代シーケンサー

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
周術期口腔機能管理の効果に関して学術的な根拠となる報告は依然少なく、基礎的知見が不十分なままである。
大動脈弁狭窄症患者の病因・病態において口腔内細菌が関わっており、口腔内管理を行うことで血流に侵入する
細菌数を減少させ、全身感染症を予防しているのではないかと仮説を立て本研究を進めた。適切な口腔衛生管理
は大動脈弁狭窄症の予防と治療に貢献する可能性があることが示唆されたことから、周術期口腔機能管理の有用
性を示すことができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
周術期における口腔内環境に由来する全身合併症や、治療による口腔合併症の機序が明らか

になってきた一方で、口腔内環境を改善することで、周術期の合併症を予防できることも明らか
になってきた。特に、口腔の影響を受けやすい頭頸部や食道の腫瘍に対する周術期や(Sato J., 
Support Care Cancer., 2011)、口腔内細菌の血行感染が問題となる循環器疾患に対して、術前か
らの口腔機能管理を行うことが合併症予防に有用とされる報告が増加している。周術期口腔機
能管理に関する報告は、総論的な報告は散見するものの、その効果に関して学術的な根拠となる
報告は依然少ない。周術期における口腔内管理の有効性を検証するため、基礎研究・臨床データ
の充実は急務である。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、心臓弁膜症患者における手術時の摘出弁組織と口腔内プラークから検出された
DNA について次世代シーケンサーを用いたメタゲノムのショットガンシーケンスを行い、口腔
内細菌の心臓弁膜症の病態・進行度への関与を明らかにし、有効な周術期口腔機能管理法の確立
を行うことを目的とした。 
 
３．研究の方法 
 申請者は「心臓弁膜症の病因・病態に関して、口腔内細菌が関与し、口腔内管理を行うことで
全身感染症を予防する｣との仮設を立て、対象患者の口腔内より検出された菌、心臓弁組織ある
いは疣贅から検出された菌が同一クローンであるかの検討を行った。解析結果より、口腔内細菌
と心臓弁膜症の病態、進行度、周術期に伴う合併症との関連を詳細に検討した。本研究は昭和大
学歯学部顎顔面口腔外科学講座、口腔微生物学講座、昭和大学横浜市北部病院循環器センターと
の共同で遂行した。 
 
４．研究成果 
(1) メタゲノム解析結果から同定された細菌群 
 メタゲノム解析結果から同定された細菌
群の比較を示す。グラフの縦軸は検出率、横
軸は個々の臨床検体となっている。口腔内プ
ラークからは、偏性嫌気性菌である
Prevotella 属、通性嫌気性菌グラム陽性レン
サ球菌である Streptococcus 属、グラム陽性
桿菌に分類されるActinomyces属などが多く
同定されていた。一方、大動脈弁からは、偏
性嫌気性菌である Clostridioides 属、通性
嫌 気 性 菌 グ ラ ム 陽 性 桿 菌 で あ る 、
Lactobacillus 属、グラム陽性球菌である
Staphylococcus 属が多く同定されていた。 
 
 
(2) 口腔内プラークと大動脈弁組織の細菌種の比較 
 同一患者より採取した口腔内プラークと、
大動脈弁組織において、メタゲノム解析結果
を細菌種レベルで解析した結果を示す。プラ
ークと大動脈弁組織から同定された細菌種
を比較すると、9 種の共通する細菌種が同定
された。この 10 種類の中には、口腔内常在
菌 で あ る Streptococcus oralis 、
Streptococcus sanguinis、B 群溶血性連鎖球
菌である Streptococcus agalactiae、肺炎レ
ンサ球菌である Streptococcus pneumoniae
などが含まれていた。 
 
 
(3) 主座標分析を用いた菌叢比較解析 



 口腔内プラークから同定された細菌叢は、
大動脈弁中から同定された菌叢とは大きく
異なる様相を示していた。また、心臓弁検体
は、菌叢の特性により、GroupA と GroupB の
大きく２つのグループに分類される傾向が
あった。 
 
 
 
 
 
 
 
(4) 主座標分析を用いた菌叢比較解析 
大動脈弁組織における 2群間の臨床情報の比較を示す。 
年齢、性別、病期分類、大動脈弁口面積、併
存疾患、血清アルブミン、BNP のデータにつ
いて検討を行った。大動脈弁口面積は１cm2
以下であると重症の大動脈弁狭窄症と診断
される指標となる。有意差はないものの、
GroupB においては、病気分類で severe の症
例、大動脈弁口の面積が 1cm2 以下の症例が
多く含まれる傾向にあった。また、GroupB に
はアルブミン値の低下している症例が多く
含まれていた。 
 
 
 
(5) ２群間の口腔内状況の比較 
大動脈弁組織における 2 群間の口腔内状況
の比較を示す。 
DMFT 歯率、舌背の細菌数、プロービング時の
出血について検討を行った。GroupBの患者で
は、舌背の細菌数が多くなっており、プロー
ビング時の出血の割合が多くなっていた。 
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矢野尚, 中島恵, 藤本依里, 近藤周, 阿部田昇平, 山口潤, 葭葉清香

阿部田昇平, 矢野尚, 中島恵, 藤本依里, 近藤周, 山口潤, 金子裕之, 葭葉清香

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

矢野尚, 中島恵, 葭葉清香

葭葉 清香, 伏居 玲香, 糸瀬 昌克, 八十 篤聡, 代田 達夫

 ３．学会等名

 ３．学会等名

右頬部の腫脹を初発症状とした慢性活動性EBウイルス感染症(CAEBV)の一例

診断に苦慮した口蓋部唾液腺脂肪腫の一例

粘液嚢胞と診断され、開窓療法5年後の小児患者に発症した口蓋粘表皮癌の1例

急性期病院における周術期口腔機能管理の現状と有用性―術後合併症に対する影響とリスク評価―

 ３．学会等名



2021年

2021年

2021年

2020年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第66回 (公社)日本口腔外科学会 総会・学術大会

第66回 (公社)日本口腔外科学会 総会・学術大会

北部医学会

第54回 NPO法人日本口腔科学会関東地方部会

高松弘貴、河内菜穂子、田中元博、齊藤芳郎、葭葉清香

兼田麻矢、木本未、大橋優子、守谷崇、宮本裟也、木村幸紀、葭葉清香

葭葉　清香、糸瀬　昌克、伏居　玲香、代田　達夫

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

口腔内異常感と口腔カンジダ症の関連性について

舌潰瘍のある患者に対してマウスガードの応用及び口腔衛生管理を実施し改善した例

昭和大学横浜市北部病院における周術期口腔機能管理の現状とその効果について
 ２．発表標題

除皮質動脈韓流標本を用いた嚥下関連神経活動におけるイミダプリルの作用メカニズム

 １．発表者名
守谷崇、佐藤仁、葭葉清香、勝田秀行、嶋根俊和、代田達夫

 ２．発表標題



2020年

2023年

2023年

2023年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第36回足立医学会プログラム

第68回 公益社団法人日本口腔外科学会総会・学術大会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

葭葉清香, 矢野尚, 中島恵, 近藤周, 阿部田昇平, 山口潤, 藤本依里

葭葉　清香、桑田　啓貴、南渕　明宏、中川　博文、伏居　玲香、糸瀬　昌克、八十　篤聡、代田　達夫

葭葉　清香、宮本 裟也、氷見奈々絵、伊原　良明、飯泉嘉基、矢野　尚、代田　達夫

鶴飼智恵子, 西口遼平, 佐川まさの, 舩木文子, 板橋聡美, 中村美紀, 相樂涼子, 牧野まゆみ, 中畝晋, 矢野尚, 葭葉清香

第65回(公社)日本口腔外科学会総会・学術大会

第77回NPO法人日本口腔科学会学術集会

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

当院での栄養サポートチーム（NST）における歯科口腔外科の介入の現状

メタゲノム解析を用いた大動脈弁の細菌叢解析と口腔内状況との関連

外科的矯正手術前後における咀嚼機能の推移に関する検討

足立医療センター栄養サポートチームの現状

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2023年

2023年

2024年

2024年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第68回 公益社団法人日本口腔外科学会総会・学術大会

第35回 一般社団法人日本小児口腔外科学会 総会・学術大会

矢野尚, 中島恵, 近藤周, 阿部田昇平, 山口潤, 藤本依里, 葭葉清香

近藤周, 矢野尚, 中島恵, 覺本晃成, 葭葉清香

佐川まさの, 横溝肇, 岡山幸代, 岩本隼輔, 西口遼平, 浅香晋一, 島川武, 矢野尚, 葭葉清香, 塩沢俊一

中畝晋, 西口遼平, 佐川まさの, 舩木文子, 板橋聡美, 矢野尚, 葭葉清香, 塩沢俊一

第39回日本臨床栄養代謝学会学術集会

第39回日本臨床栄養代謝学会学術集会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

てんかん発作を頻発する結節性硬化症患者に対して智歯抜歯を行った一例

舌根部に発症した先天性リンパ管腫の1例

患者の歯列が大腸癌術後の合併症に与える影響

栄養サポートチーム介入時におけるRefeeding症候群のハイリスク因子の検討

 １．発表者名



2024年

〔図書〕　計0件

〔産業財産権〕

〔その他〕

－

６．研究組織

７．科研費を使用して開催した国際研究集会

〔国際研究集会〕　計0件

８．本研究に関連して実施した国際共同研究の実施状況

共同研究相手国 相手方研究機関

研
究
分
担
者

栗原　祐史

(KURIHARA YUJI)

(90514969)

昭和大学・歯学部・客員教授

(32622)

研
究
分
担
者

椋代　義樹

(MUKUDAI YOSHIKI)

(50325099)

昭和大学・歯学部・講師

(32622)

所属研究機関・部局・職
（機関番号）

氏名
（ローマ字氏名）
（研究者番号）

備考

研
究
分
担
者

鎌谷　宇明

(KAMATANI TAKAAKI)

(00315003)

昭和大学・歯学部・准教授

(32622)

第42回一般社団法人日本口腔腫瘍学会総会・学術大会
 ３．学会等名

葭葉清香，矢野　尚，代田達夫

 ４．発表年

非小細胞肺癌と同時性にみられた上顎骨外性ユーイング肉腫の１例

 １．発表者名

 ２．発表標題


